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2018 年（平成 30 年） 5 月度 理事会 議事録  

 

【日時】 2018 年 5 月 19 日（土） 9:30 開始 – 12:30 

【場所】 神田会議室 MIXER および スカイプ 

【出席者】  事務所 4 名  スカイプ 6 名  計 10 名  

（事務所）  川村、山浦、森山、植村監事 

（スカイプ)  横山、西久保、小口、阪井、寺田、竹政監事 

【欠席者】 森口、峯松、出家、稲葉、川瀬(理事候補) 

 

【審議開始準備】 

・ 議事進行者、書記、議事確認者を議長より指名  書記：山浦、承認者：川村、阪井、森山  

・ 前回までの理事会からの宿題事項確認 ・・・ 各審議事項、報告事項の中で対応 

１ 

【審議事項】 （審議希望事項と提議者・部会名を記載のこと） 

 

1. 会員数推移 （会員：小口） ･･･Shiryo S1（入退会者氏名等） 

3 月度理事会後   PE196 名 準 PEN65 名 FE77 名 AF25 名 ST9 名 合計 372 名 

5 月度理事会後   PE189 名 準 PEN59 名 FE70 名 AF26 名 ST9 名 合計 353 名 

退会者（13 名）、資格喪失者が多く出たため会員数が減少した。 

 

2. 2018 年度総会役割分担（事務局：阪井）および総会議案書（川村）･･･ Shiryo S2-1,2,3,4 

 総会役割分担を Shiryo S2-1 に示す案を元に協議し決定した。 

       主な修正点は以下の通り。 

 総会セミナーは、英文レジメ以外の配布資料がないので英訳作業なし 

 受付は当日会員に頼む 

 二部司会は森山理事 

 講師用水、コップは山浦が準備 

   総会議案書を Shiryo S2-2 に示す案に基づき協議し、決定した。議案書中の活動計画案には、

事務所移転方針を盛り込んでいる。この詳細は 報告事項 4. に示す。 

  例年の議案は３本であるが、今年は NPO 法改定に対応した定款の改定があり 4 本となる。 

活動方針の予算は、収支がバランスするようにしている。また、現事務所は郵便物の取扱いで

JPEC に負担をかけていることと、ES には手狭になっていることなどからシェアオフィスへの移転を

検討することを盛り込んだ。 総会では新ウエブサイトの活用方法紹介についてもプレゼンする予

定である（Shiryo S2-3）。 

  なお、総会の 5/14 時点の出欠状況（Shiryo S2-4）は、第一部（出席 26 名、Web1 名、欠席 26

名）、第二部（出席 28 名、Web3 名、欠席 22 名）、第三部（出席 25 名、欠席 28 名）、PE 会員の第

一部は出席 22 名、Web1 名、欠席 18 名。議案書確定後、欠席者に議決権の行使もしくは委任を

依頼する。 

 

3. NSPE 総会派遣（渉外：横山）・・・Shiryo S3 

 7 月 NSPE ラスベガス総会の派遣募集に応募があった 3 名のうち、川村会長、西久保理事の 2 名を A-カ

テゴリー（20 万円補助）、馬場会員を B-カテゴリー（5 万円補助）として派遣することとした。なお、森山理

事は応募はしなかったが勤務先の海外出張を利用して出席するということである。 

 同総会への招待状が今年も届いた。今年は招待対象が会長と理事の計 2 名に限定されており、招待に

対しては川村会長、森山副会長の 2 名が応じることとする。 
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4.  会員表彰（会員；小口）・・・Shiryo S4 

2017 年度の会員表彰者として 4 名を選出した。一部の方は 3 年連続となるが、貢献を考慮して認

めることにした。表彰は総会の中で行う。 

 

5. 事業報告書の会員への送付方法（企画：西久保）・・・Shiryo S5 

 昨年500部印刷し現状100部残となっていることを考慮し、450部印刷することにした。なお、400

部の場合に比べ 7 千円アップする。 

 事務所からの発送は理事の手間が大きいのと、未配達の場合は溜池事務所に返却となり、後

の処理が大変になる。このため、今年度は発送業者からの発送を検討する。この場合、返送が

溜池事務所とならないように注意する。（西久保理事） 

 

【報告事項】 （報告予定事項と提議者・部会名を記載のこと） 

 

1. PMI 協会へ REP 登録料支払いと鬼金セミナー計画(企画：阪井) 

鬼金セミナーを実施するための REP 登録料(1500US$)を支払った。また、セミナーコースとして、

JSPE2018-1(PDU:9ｈ)のコースを登録し、講師は以下を予定している。 

  7/7 阪井(理事)、9/1 森山(理事)、10/13 鈴木(会員) 

なお、JSPE2018-2(PDU:9ｈ)のコースでは、以下の講師を予定している。 

  11/10 川村(理事)、12/8 森口(理事)、2/2 未定 

 

2. イベント報告と今後のイベント案内（企画、教育、会員：西久保、森山、小口） 

 3/24：PE/ＦＥ受験・登録セミナー。東京 28 名、神戸 8 名の参加。体験記 2 名の報告、会場別の

相談会など例年通りの内容であるが、今後受験、登録を目指される方の参考になったと思われ

る。 

 4/18：昨年度予定であった第五回エンジニアズサロンを開催。後述のシェアオフィス（Mixer）に

ある会議室を利用して講師・事務局含め 20 名を受け入れたが、定員一杯では手狭だった。今

後この会場では定員を 15 名とする。 

 4/21：関東技術セミナーを実施した。NSRI ホールで講師＋事務局 4 名＋聴講者 20 名で好評で

あった。 

 4/21：関西技術セミナーを実施した。神戸県民会館で講師＋事務局 3 名＋受講者 5 名に対し、

IoT における効果的なデータの取り扱い方法について開講し、好評であった。 

 5/16：今年度の第一回エンジニアズサロンを実施した。Mixer の会議室で定員 15 名とした。（当

日は 17 名参加） 

 

（今後のイベント案内） 

 6/1：NSPE-JABEE-JSPE ミーティングをエネルギー総研会議室で実施予定。（Shiryo H2） 

 6/2：東京グランドホテルで第 18 回 JSPE 総会を実施予定。 

 6/16：関西ものづくり見学会（河内ワイン館）、翌週 6/23 に関東ものづくり見学会（浦和水素ステ

ーション）を実施予定。 

 7/7：関西・関東鬼金セミナーを実施予定。 

理事の参加および実施報告、SNS 投稿や JSPE マガジンなどの記事に繋がる活動を求む。 

 

3. SAME 横田基地訪問報告 （渉外：森山） 

3/21 に横田基地を川村会長他計 5 名で訪問し、SAME との行事交流について意見交換をした。 

先方の日本人エンジニアとの交流や日本のインフラ見学に対する要求があることが分かり、まず

は JSPE 側からインフラ見学会などを提案し、ついで、横田基地の施設見学など交流を進めていく

ことが可能と感じた。実施にあたっては、当日訪問に参加した会員の協力も必要と考えられる。 
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4. シェアオフィスの視察情報（森山および川村） 

5/2 に高田馬場にある CASE Shinjuku と神田にある Mixer を視察した。 

 CASE Shinjuku 

 個人企業向けで、共有スペースは 500 円/時間で借りられるが、デスクスペースおよび会議室ス

ペースは代表者 1 名の静脈認証が必要で、代表者が不在の場合は対応できず当会には不向

きであることがわかった。 

 法人を登記するためには固定ブースかシェアデスクの利用が必要で、それぞれ 48,000 円/月か

27,000 円/月かかり、現状よりも費用がかかる。 

 会議室の数時間/月無料利用も可能。共有スペースの利用登録のみでは登記ができない。 

 Mixer（神田） 

 固定ブース（25,000 円/月）やシェアデスク（19,000 円/月）のプランもあるが、登記のみ（郵便ポ

ストはできる）で 5,000 円/月というプランもある。この場合、会議室は利用料金を支払えば予約

して利用できる。 

 オフィスは CASE Shinjuku の方が大分広いが登記のハードルが Mixer の方が低く、デスクを利

用する場合もカードキーを使うので、代表者以外の融通が利きそうである。 

 事務所の電話番号がこれまで無かったが、Mixer の担当者から聞いた情報で、Biglobe の法人

接続サービスを使うと、03 の市外局番で転送してくれるものが 900 円/月（加えて Biglobe オフィ

スサービス 500 円/月）で利用できると聞いた。ただしサービスはスマホのアプリで行われる。 

（URL：https://office.biglobe.ne.jp/mno/service.html） 

 

  上記の視察結果も踏まえ、総会議案書の活動計画案に次の一文を盛り込むこととした。 

『事務所については永らく日本 PE・FE 試験協議会（JPEC）と同居での利用となっているが、当会宛郵便

物の受取りや日本試験受験者情報の保護などで JPEC 側に負担をかけることとなっている。事務所での

開催としてきたエンジニアズサロンの参加者数も増え、外部会議室の利用が増えてきていることもあり、

今年度はこれら課題を解決すべく都内シェアオフィスへの移転を検討する。』 

 

5. エンジニアズサロンの会場新規開拓 （教育：森山） 

前述の通り、エンジニアズサロンを神田近くの会議室Mixerで実施した。これまで事務所でサロンを

実施してきたが、10 名で一杯であったが、少し増員が可能である。 

 

6. 新ホームページの公開 （広報：森山） 

 5/1 に森会員や AJ 橋口さんの協力もいただいて、新ホームページを公開した。4/28 に第一回

説明会を実施した（小口理事、西久保理事が参加）。 

 今のところトラブルも聞いておらず、会員 DB の方も新規入会者や会員情報の変更など受け付

けているので、特に問題は無いようである。 

 イベントの受付や総会の案内などにも活用しているが、特にトラブルは聞いていない。 

 会員 DB の状況については森会員より以下の報告を頂戴している。 

・JSPE 会員ページへのログイン処理 

 パスワード誤りによるログイン失敗はあるが、プログラムのエラーは発生していない。 

 パスワード変更処理も行われている 

 ログインは１日あたり 5 件程度 

・JSPE 会員管理(JEMDAK)関連 

 エラー発生無し 

  新入会・会員情報更新処理は、ホームページ更新後 7 件 

 

7. シラバス英訳支援（会員:小口） 
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英訳支援を再開にあたり試行として募集したが、期限の 5/9 までに申し込みはなかった。このため

今後の申し込みの最初の案件は、試行扱いで値引きした金額とする。 

 

8. マガジン原稿の執筆依頼（広報：西久保） 

マガジン7月号作成は、前編集長時のフォーマットを踏襲し特集、会員からの連絡、いこいの広場（書籍

紹介、身近にエンジニアリング、五感の間）の 3 項目について、各理事から投稿してもらうこととした。投

稿が芳しくない場合は、フォーマットを変えるなどの検討も行うことを申し合わせた。 

 

【次回理事会予定】  7 月 14 日（土） 9:30〜 （第 2 土曜日）    

 

                           【議事承認印】 

承認 川村 武也 2018.5.22 
承認 阪井 敦 2018.6.23 

承認 森山 亮 2018.5.23 

書記 山浦 良久 2018.5.22 

 


